
消費動向に関する調査結果 
 

足利商工会議所では、「足利花火大会前夜祭／第３回ヤングヤング夏祭り」初日の８月１日（木）の来場者を対象に、消費動向に

関するアンケートを実施、回答のあった１２４名のデータをまとめた。その結果、買物をする場所は「足利市内の大型店やスーパ

ー」（６８．５％）が最も多かった。また、市内で主に購入するものとしては、「食料品」（９３．５％）が大半を占めた一方、市外

では、「衣料品」（５２．８％）が最も多く、市内外での購入目的の違いが伺えた。 

 

調査日：令和６年８月１日（木）※足利花火大会前夜祭「第３回ヤングヤング夏祭り」１日目 

会 場：足利商工会議所 

対象者／回答者数：足利花火大会前夜祭「第３回ヤングヤング夏祭り」来場者／１２４名 
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「食料品」が１１６（９３．５％）と大

半を占め、「日用品」７８（６２．９％）」

「医薬品・化粧品」４０（３２．３％）

と続き、生活必需品は市内での購入が多

いことが示された。 

「駐車場が広い、車が停めやすい」が６６

（５３．２％）と最も多く、「品揃えが充

実している」４７（３７．９％）「価格が

安い」３９（３１．５％）と続き、利便性

を第一にあげる意見が目立った。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

衣料品６５（５２．８％）が最も多く、食

料品５２（４２．３％）、日用品３９（３

１．７％）と続いた。「食料品」が大半を

占めた足利市との違いが明らかになっ

た。 

品揃えが充実している８１（６５．９％）

が大半を占め、価格が安い２８（２２．

８％）、「魅力的な大型商業施設の存在」

２６（２１．１％）「駐車場が広い、車

が停めやすい」２４（１９．５％）と続

いた。「駐車場が広い、車が停めやすい」

が最も多かった足利市と違い、商品の充

実を求める声が多かった。 


